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職
員
組
合
定
期
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
決
定

６
月
２
７
日
（金
）１
８
：
０
０
か
ら

５
月
２
５
日
開
催
の
第
１
０
回
執
行
委
員
会
で
、
当
面
の
活
動
方
針
と
と
と
も

に
、
定
期
大
会
の
日
程
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
議
案
書
原

案
を
す
み
や
か
に
確
定
し
て
事
前
に
組
合
員
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

定
期
大
会

６
月
２
７
日
の
定
期
大
会

の
議
案
書
の
内
容
が
ほ
ぼ
確

定
し
ま
し
た
。
６
月
２
０
日

に
各
単
組
に
送
付
出
来
る
と

。

、

の
予
定
で
す

大
会
告
示
は

す
で
に
５
月
２
７
日
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
代
議
員
・
新
執

行
委
員
の
氏
名
は
、
６
月
１

８
日
ま
で
に
現
執
行
部
宛
連

絡
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

教
員
ア
ン
ケ
ー
ト

５
月
初
め
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
を
未
加
入
の
教
員
に
送

付
し
た
と
こ
ろ
、
７
件
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
４
件
は
、
組
合
に
加
入
し

て
も
い
い
と
い
う
嬉
し
い
回

答
で
し
た
。
医
学
部･

歯
学
部

に
は
こ
れ

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
す

る
予
定
で
す
。

医
・定
員
外
職
員
問
題

３
月
末
日
を
も
っ
て
の
雇

い
止
め
が
全
部
で
５
件
あ
り

ま
し
た
。

な
か
に
は
雇
い
止
め
の

理
由
に
納
得
で
き
な
い
も

の
も
あ
り
、
ま
た
、
あ
ま

り
に
安
易
に
雇
い
止
め
が、

行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に

定
員
外
職
員
の
み
な
ら
ず
、

組
合
員
の
間
で
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

医
学
部
単
組
で
は
、
安
易

な
雇
い
止
め
に
い
か
に
対
応

す
る
か
、
深
刻
に
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
連
合
体

も
可
能
な
支
援
を
行
う
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

過
半
数
代
表
問
題

過
半
数
代
表
の
選
出
方
法

に
つ
い
て
，
大
学
も
人
事
Ｗ

Ｇ
や
法
人
化
戦
略
会
議
で
検

討
中
で
す
。

、

そ
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ

組
合
の
あ
り
方･
関
与
の
仕
方

を
、
連
合
体
・
各
単
組
と
も

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
、
６
月
の
定
期
大
会

で
の
討
論
の
焦
点
の
一
つ
と

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。平

井
弁
護
士
講
演
会

５
月
３
０
日
、
台
風
４
号、

が
接
近
す
る
悪
条
件
の
中
で

平
井
弁
護
士
に
「
法
律
相
談

の
現
場
か
ら
」
と
い
う
演
題

で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
不
況
社
会
の
深
刻
な
状

況
、
そ
し
て
、
平
井
氏
が
暖

か
い
頼
り
に
な
る
弁
護
士
で

あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

中
四
協
教
研
集
会

６
月
２
１
、
２
２
日
に

は

中
四
国
教
研
集
会

高

、

（

知
）
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

報
告
テ
ー
マ
は
、
①
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト
と
組
合
員
拡

、

、

大

②
非
常
勤
職
員
問
題

③
過
半
数
代
表
に
つ
い
て

岡
大
方
式
、
④
人
権
部
の

立
ち
上
げ
、
な
ど
で
す
。

本
学
の
「
構
造
改
革
プ
ラ

ン

（
平
成
１
３
年

「
経

」

）、

営
改
革
プ
ラ
ン

（
平
成
１

」

５
年
）
に
も
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
大
学
改
革
「
学
術
の

向
上
と
個
性
化
」
の
た
め
に

は
、
組
織
等
の
改
変
（
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド

、）

新
し
い
教
育
な
ら
び
に
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
育
成
、
さ

ら
に
は
学
内
外
の
要
請
に
沿

っ
た
教
育
・
研
究
活
動
の
補

強
等
を
継
続
的
に
検
討
し
、

実
現
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ら

に
参
加
す
る
ス
タ
ッ
フ
（
人

事

、
必
要
経
費
（
予
算

、

）

）

な
ら
び
に
活
動
ス
ペ
ー
ス

（
施
設
）
等
を
提
供
し
、
あ

る
い
は
便
宜
を
図
る
た
め
の

全
学
的
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

不
可
欠
で
あ
る
。

、

、

予
算
に
つ
い
て
は

現
在

外
部
資
金
の
導
入
等
の
努
力

に
加
え
、
重
点
配
分
を
始
め

て
お
り
、
今
後
更
な
る
改
善

の
た
め
の
検
討
を
要
す
る
。

、

、

ま
た

施
設
に
つ
い
て
は

概
算
要
求
に
よ
る
整
備
等
に

加
え
、
す
で
に
始
め
て
い
る

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の

「大学システムの一元化」
の必要性について

河野 伊一郎 学長

(岡大ホーム・ページより転載）

制
度
化
を
中
心
に
、
そ
の

有
効
利
用
の
た
め
の
全
学

的
取
組
み
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

さ
て
、
人
事
関
係
、
特

に
教
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
現
在
は
部
局
あ
る
い

は
学
科
等
に
定
員
が
固
定

さ
れ
て
お
り
、
上
記
の
改

革
改
組
等
の
一
つ
の
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の、

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

人
事
シ
ス
テ
ム
の
柔
構
造

化
、
す
な
わ
ち
「
教
員
配

置
の
一
元
化
」
を
行
う
こ

と
が
必
須
要
件
で
あ
る
と

考
え
る
。

ピ
オ
（
ピ
ウ
ス
）

世

11

１
９
３
１
年
回
状

「
常
に
確
固
不
動
で
、
変

更
も
牽
強
付
会
も
不
可
能
な

の
は
、
社
会
哲
学
の
あ
の
き

わ
め
て
重
要
な
原
理
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
者
だ

け
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ

り
、
そ
の
者
自
身
の
手
段
を

通
じ
て
行
使
し
う
る
権
力
を

彼
か
ら
奪
い
取
っ
て
共
同
体

に
移
譲
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

な
い
よ
う
に
、
下
位
の
諸
団

体
が
自
ら
遂
行
で
き
る
職
務

を
、
よ
り
広
範
の
、
よ
り
上

位
の
団
体
に
委
ね
る
こ
と
は

不
正
義
で
あ
り
、
同
時
に
、

社
会
秩
序
に
き
わ
め
て
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
混
乱
を
及

ぼ
す
。
社
会
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
介
入
の
当
然
の
目
的

は
、
社
会
体
の
構
成
員
を
援

助
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼

ら
を
破
壊
し
、
吸
収
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る

」。

座
標
軸

先
の
オ
ス
カ
ー
授
賞
式

の
司
会
が
、
言
論
の
自
由

が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
の

国
で
司
会
で
き
る
の
は
幸
、

せ
で
あ
る
旨
の
発
言
を
し

そ
れ
が
痛
烈
な
批
判
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
▼
イ
ラ
ク
関
連

の
ニ
ュ
ー
ス
が
姿
を
消
し

た
の
は
い
つ
頃
だ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
た
ま
た
ま
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
た
「
朝
ま
で

テ
レ
ビ
」
の
画
面
で
、
司

会
が
強
引
に
、
イ
ラ
ク
の

死
傷
者
の
悲
惨
映
像
が
画

面
に
出
る
の
を
押
し
と
ど

め
る
現
場
に
で
あ
っ
た
▼

国
連
決
議
を
無
用
と
し
た

イ
ラ
ク
攻
撃
の
大
義
名
分

で
あ
る
大
量
破
壊
兵
器
は
。

ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か

そ
う
し
た
記
事
は
忘
れ
た
。

頃
散
発
的
に
出
る
だ
け
だ

む
ろ
ん
世
界
に
広
が
っ
た

反
戦
の
動
き
は
、
ほ
と
ん

ど
報
じ
ら
れ
な
い
▼
テ
レ

ビ
の
画
面
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
一

色
に
染
め
上
げ
ら
れ
て
い

る
中
、
有
事
法
案
は
衆
議

院
を
通
過
し
た
。
参
議
院

で
も
通
過
す
る
だ
ろ
う
と

い
う
報
道
が
、
新
聞
の
片

隅
に
あ
っ
た
り
す
る
▼
敗

戦
の
犠
牲
を
払
っ
て
や
っ

と
手
に
入
れ
た
平
和
体
制

を
、
私
た
ち
は
そ
れ
と
気

づ
か
な
い
ま
ま
に
い
ま
む

ざ
む
ざ
と
失
お
う
と
し
て

い
る
▼
そ
の
前
に
報
道
の

自
由
が
完
全
に
買
い
取
ら

れ
て
い
た
の
だ
。
静
か
な

静
か
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
な
の

だ
と
思
う
。

（
い
）

合唱団 活動中
６月練習日：６日・１３日・２０日

～ 音楽棟にて17:30 19:00
ただ今の練習曲：アメイジング・グレイス

埴生の宿
少年時代
大きな古時計

どんどんご参加下さい。
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「法
案
は
、
あ
ま
り
に
文
科
大
臣
に
権
限
が
集
中
し
す
ぎ
て
い
る
」

(
)

西
岡
議
員

元
文
部
大
臣

「
法
案
は
大
学
の
自
主
・
自
律
を
損
な
う
も
の
」

衆
議
院
本
会
議

日

で
全
野
党
が
法
案
に
反
対
討
論

(

２
２

)

（
全
大
協
国
会
速
報
第
７
号
第
８
号
よ
り
）

２００３年６月２０日 組合だより 第５６号（２）

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
民
主

党
鈴
木
議
員
は
、
中
期
目

標
、
評
価
委
員
会
等
に
つ

い
て
「
憲
法
が
保
障
す
る

学
問
の
自
由
と
大
学
自
治

が
成
文
法
律
に
よ
っ
て
変

え
ら
れ
る
こ
と
が
問
題
」

。

、

と
追
及
し
ま
し
た

ま
た

労
働
安
全
法
を
め
ぐ
っ
て

は
、
日
本
共
産
党
林
議
員

が
、
労
案
法
適
用
に
と
も

な
う
施
設
改
修
費
用
な
ど

に
必
要
な
各
大
学
の
改
善

費
用
に
つ
い
て

「
文
科

、

省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
金

額
と
東
京
大
学
や
京
都
大

学
で
行
っ
て
い
る
調
査
状

況
と
か
け
は
な
れ
て
い
て

ず
さ
ん
な
調
査
で
あ
る
。

資
料
の
再
提
出
を
」
と
政

府
を
追
及
し
ま
し
た
が
、

文
科
省
は
「
各
大
学
の

報
告
を
信
頼
し
て
い
る
」

と
の
答
え
を
繰
り
返
す
だ

け
で
し
た
。

ま
た
、
参
議
院
文
教
科

学
委
員
会
長
に
委
員
会
で

の
慎
重
審
議
を
求
め
た
西

岡
議
員
に
対
し
、
委
員
長

「

、

は

審
議
を
つ
く
す
よ
う

理
事
会
に
は
か
っ
て
い
き

。
」

。

た
い

と
述
べ
ま
し
た

【
５
月
２
３
日
参
議
院
本

会
議
質
疑
要
旨
】

《
文
部
科
学
大
臣

趣
旨

説
明
》
概
要

「
知
の
拠
点
」
と
し
て
の

大
学
の
役
割
は
重
要
で
、

国
立
大
学
を
自
律
的
環
境

の
も
と
で
活
性
化
し
、
個

性
ゆ
た
か
で
魅
力
あ
る
大

学
に
し
て
い
く
の
が
法
人

法
案
提
出
の
趣
旨
だ
と
し

て
、
法
人
と
評
価
委
員
会

の
設
置
な
ど
、
法
案
の
内

容
を
説
明
。
国
立
高
専
に

つ
い
て
は
独
立
行
政
法
人

国
立
高
専
機
構
を
設
置
す

る
た
め
法
案
を
提
出
し
た

と
説
明
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
に
伴
い
、
国
立
学
校

設
置
法
と
国
立
学
校
特
別

会
計
法
を
廃
止
し
関
連
５

２
法
を
改
正
す
る
と
し

た
。

《
民
主
党
・
岩
本
議
員

代

表
質
問
》

【
質
問
要
点
】

改
革
の
趣
旨
は
高
く
評
価

す
る
が
、
法
案
の
内
容
は

提
案
趣
旨
と
食
い
違
っ
て

い
る
。
中
期
目
標
の
策
定

に
国
が
直
接
関
与
し
、
各

大
学
の
主
体
的
発
展
は
阻

害
さ
れ
、
高
等
教
育
の
将

来
を
危
う
く
す
る
。
こ
れ

は
国
立
大
学
を
改
悪
す
る

法
案
で
あ
る
。

中
期
目
標
に
つ
い
て
、
各

大
学
が
定
め
る
こ
と
に
ど

う
い
う
問
題
が
生
じ
て
く

る
か
に
つ
い
て
お
答
え
頂

き
た
い
。

【
文
部
科
学
大
臣
答
弁
要

点
】
中
期
目
標
を
定
め
る
こ
と

は
、
高
等
教
育
全
体
の
在

り
方
に
か
か
わ
り
、
国
が

財
政
的
援
助
を
す
る
と
い

う
側
面
か
ら
も
、
国
が
責

任
あ
る
対
応
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

《
共
産
党
・
畑
野
議
員

代
表
質
問
》

【
質
問
要
点
】

中
期
目
標
は
教
育
研
究
の

質
に
関
わ
る
事
項
で
、
大

学
が
自
主
的
に
定
め
る
べ

き
で
、
文
科
大
臣
が
定
め

る
の
は
、
学
問
の
自
由
の

根
本
で
あ
る
大
学
の
自
治

に
反
し
、
文
科
大
臣
が
答

弁
で
認
め
た
よ
う
に
各
国

に
例
が
な
い
。
従
来
も
大

学
が
教
育
研
究
の
目
標
を

設
定
し
て
き
た
の
で
あ

り

「
一
定
の
関
与
が
必

、
要
」
と
い
う
説
明
は
説
得

力
に
欠
け
る
。

【
文
部
科
学
大
臣
答
弁
要

点
】
中
期
目
標
は
運
営
の
基
本

的
事
項
に
限
定
し
て
一
定

の
関
与
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
大
学
の
意
見
を
聴
き

教
育
研
究
の
特
性
に
十
分

配
慮
し
て
行
わ
れ
る
た

め
、
大
学
の
自
主
性
は
担

。

、

保
さ
れ
る

中
期
計
画
は

中
期
目
標
の
実
施
を
確
実

に
す
る
た
め
認
可
と
し

た
。
変
更
命
令
は
予
測
不

可
能
で
真
に
止
む
を
得
な

い
事
態
が
生
じ
た
時
に
限

ら
れ
、
大
学
の
自
主
性
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
評
価
に
つ
い
て
は
評

価
委
員
会
が
検
討
す
る

が
、
評
評
価
に
基
づ
く
運

営
費
交
付
金
の
配
分
に
つ

い
て
は
、
そ
の
予
算
を
国

会
で
慎
重
審
議
す
る
。
運

営
組
織
の
学
外
者
は
、
学

長
が
学
内
者
の
意
見
を
聴

い
て
選
ぶ
。
学
長
専
権
体

制
、
学
外
者
の
不
当
介
入

と
い
う
批
判
は
あ
た
ら
な

い
。《

自
民
党
・
有
馬
議
員

質
疑
要
点
》

【
有
馬
議
員
】
大
学
改
革

の
方
向
と
し
て
国
立
大
学

が
法
人
格
を
持
つ
こ
と
は

よ
い
が
、
高
等
教
育
に
対

す
る
国
の
公
財
政
負
担
が

少
な
す
ぎ
る
。
各
国
と
の

比
較
で
負
担
率
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

【
文
科
省
】
О
Ｅ
Ｃ
Ｄ
調

査
で
は
高
等
教
育
に
対
す

る
公
財
政
負
担
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
）
は
、
日
本
０
・
５

、

、

％

ア
メ
リ
カ
１
・
１
％

イ
ギ
リ
ス
０
・
８
％
、
フ

ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
１
・
０

％
で
あ
る
。

【
有
馬
議
員
】
日
本
は
最

低
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
文
科

省
に
努
力
願
い
た
い
。
国

立
大
学
は
こ
れ
ま
で
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
を
大
切
に
し
て

き
た
が
、
法
案
は
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
を
重
視
し
て
い

る
。
中
期
目
標
・
計
画
と

関
わ
っ
て
、
教
育
・
研
究

の
主
題
や
内
容
は
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
で
決
め
、
大
学
の

意
見
を
十
分
聴
く
べ
き
。

【
文
科
省
】
法
人
化
で
大

学
の
運
営
上
の
裁
量
、
重

要
性
は
拡
大
す
る
。
中
期

目
標
は
実
際
上
の
作
成
主

体
は
大
学
法
人
で
、
文
科

省
は
大
学
と
連
携
し
て
、

と
も
に
責
任
を
果
た
し
て

い
き
た
い
。

【
有
馬
議
員
】
法
案
に
定

め
の
な
い
教
授
会
は
ど
う

な
る
の
か
。

【
文
科
省
】
内
部
組
織
は

可
能
な
限
り
大
学
の
自
主

性
に
委
ね
ら
れ
、
教
授
会

を
ど
の
よ
う
な
単
位
に
置

く
か
は
大
学
の
自
主
的
判

断
に
よ
る
。
学
教
法
に
よ

り
教
授
会
が
置
か
れ
る
の

は
現
在
と
変
わ
ら
な
い
。

【
有
馬
議
員
】

欧
米
諸
国
で
は
入
学
金
は

ゼ
ロ
、
授
業
料
も
欧
州
諸

国
で
は
ゼ
ロ
か
ゼ
ロ
に
近

い
数
値
だ
が
、
日
本
で
は

こ
う
し
た
施
策
は
取
れ
な

い
の
か
。

【
文
科
省
】

奨
学
金
事
業
は
学
生
支
援

機
構
で
継
続
・
充
実
が
図

ら
れ
、
授
業
料
等
の
免
除

も
厳
し
い
財
政
状
況
で
は

あ
る
が
努
力
し
て
い
き
た

い
。
【
有
馬
議
員
】
教
職
員
身

分
が
非
公
務
員
型
と
さ
れ

た
の
は
な
ぜ
か
。

【
文
科
省
】
法
人
化
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か

し
、
社
会
の
期
待
に
応
え

て
い
く
た
め
で
あ
る
。

【
有
馬
議
員
】
共
同
利
用

研
究
所
は
世
界
で
も
注
目

さ
れ
る
制
度
。
大
学
の
共

同
利
用
を
兼
ね
る
附
置
研

究
所
に
つ
い
て
、
運
営
費

交
付
金
の
算
定
に
共
同
利

用
分
を
反
映
す
べ
き
。

【
文
科
省
】
共
同
利
用
研

究
所
の
仕
組
み
や
体
制
は

今
後
と
も
維
持
す
る
。
中

核
的
な
も
の
は
中
期
目
標

等
で
明
確
に
位
置
づ
け
、

経
費
に
つ
い
て
も
所
要
の

措
置
を
し
て
い
く
。

散
歩
道

緑
の
風
が
爽
や
か
だ
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
バ
ッ

テ
リ
ー
が
、
き
び
き
び
と

ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
前
へ

前
へ
と
推
す
。

景
色
の
変
化
も
歩
行
に

比
べ
る
と
遙
か
に
早
い
。

そ
ん
な
目
を
、
鮮
や
か
に

咲
き
揃
っ
た
菖
蒲
の
群
生

が
釘
付
け
に
す
る
。

風
に
揺
れ

ひ
ら
ら
ひ
ら
ら
と

花
菖
蒲

千
枝
子

道
は
い
つ
の
間
に
か
、

山
道
に
さ
し
か
か
る
。
見

慣
れ
た
向
こ
う
の
小
山
で

あ
る
が
、
中
へ
足
を
踏
み

入
れ
る
の
は
初
め
て
だ
。

道
は
狭
く
、
両
側
の
木

々
が
迫
っ
て
く
る
。
風
が

竹
藪
を
吹
き
抜
け
て
ざ
わ

ざ
わ
と
鳴
る
。
見
知
ら
ぬ

世
界
に
迷
い
込
ん
だ
気
分

だ
。突
然
学
生
服
を
着
た
高

校
生
が
自
転
車
で
現
れ
た

か
と
思
う
と
、
ぺ
こ
り
と

頭
を
下
げ
て
駆
け
抜
け
て

い
く
。
曲
が
り
角
の
向
こ
う

は
、
暗
緑
色
の
陰
が
展
望

を
遮
っ
て
い
る
。
あ
の
角

を
曲
が
る
と
、
い
っ
た
い

ど
ん
な
景
色
が
開
け
て
く

る
の
だ
ろ
う
か
。

な
ぜ
か
わ
た
し
は
、
一

瞬
、
そ
こ
が
、
時
空
を
超

え
た
異
次
元
の
郷
の
よ
う

な
錯
覚
に
陥
っ
た
。

新
緑
の

風
が
誘
う

桃
花
源

（
ｋ
）

衆
議
院
本
会
議

５
月
２
２
日
午
後
に
開

催
さ
れ
た
衆
議
院
本
会
議

で
は
、
文
部
科
学
委
員
会

委
員
長
が
「
大
学
、
高
専

法
人
６
法
案
」
の
委
員
会

審
議
経
過
と
修
正
案
の
否

決
、
法
案
が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
こ
と
及
び
付

帯
決
議
が
行
わ
れ
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。
委
員

長
報
告
に
対
し
、
与
党
を

代
表
し
て
公
明
党
斉
藤
議

員
が
賛
成
討
論
、
民
主
党

、

、

牧
野
氏

自
由
党
佐
藤
氏

共
産
党
児
玉
氏
、
社
民
党

山
内
氏
の
４
議
員
が
い
ず

れ
も
「
法
案
は
大
学
の
自

主
・
自
律
を
損
な
う
も

」

。

の

と
し
て
反
対
を
表
明

同
時
に
、
審
議
が
極
め
て

不
充
分
で
あ
る
事
を
厳
し

く
指
摘
す
る
討
論
を
行
い

ま
し
た
が
、
与
党
の
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
参
議

院
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

参
議
院
委
員
会

引
き
続
き
、
５
月
２
９

(

木)

午
後
か
ら
参
議
院

日文
教
科
学
委
員
会
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
の

要
点
は

「
中
期
目
標

、

、

」

「
評
価
の
あ
り
方

「
大

」
、

学
の
自
主
性
・
自
律
性
と

国
の
関
与
」
を
め
ぐ
る
も

の
で
、
衆
議
院
に
引
き
続

い
て
矛
盾
・
問
題
点
が
野

党
議
員
か
ら
一
斉
に
投
げ


